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Effect of combined treatment with the epirubicin-incorporating micelles 
(NC-6300) and 1,2-diaminocyclohexane platinum (II)-incorporating micelles 
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である NC-4016 との併用投与について，抗腫瘍効果および毒性に関する検討を行った．	 
【対象と方法】	 最初に in	 vitro において，ヒト胃がん細胞株 44As3Luc を用いてエピ
ルビシンとオキサリプラチンの組み合わせ，NC-6300 と NC-4016 の組み合わせについて，
薬剤相互作用の検討を Combination	 Index（CI）を算出することで行った．次に in	 vivo
における併用効果を検討するために，44As3Luc の皮下移植モデルマウスおよび同所移
植モデルマウスを作製し各治療群に群別化した後，エピルビシン（8	 mg/kg）とオキサ
リプラチン（4	 mg/kg）の併用投与および，等用量の NC-6300 と NC-4016 の併用投与を，
週 1 回，計 3 回経静脈的に行った．治療効果に関しては，皮下移植モデルでは腫瘍径を
測定する事で腫瘍体積を算出し，同所移植モデルではルシフェラーゼ活性を利用した




















減および NC-4016 のオキサリプラチンに対する末梢神経毒性の軽減が示された．	 




ラチナ製剤によって傷害を受けた DNA が修復される過程を遅延させ，結果的に DNA 傷害



















【結論】	 ヒト胃がん移植モデルマウスに対し NC-6300 と NC-4016 の併用投与は，エピ
ルビシンとオキサリプラチンの併用投与と比較し優れた抗腫瘍効果および毒性軽減を
示した． 
